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日
本
は
今
、
深
刻
な
人
口
減
少
と

高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
い
ま
す
。
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
同
時
並
行
で
進

む
と
い
う
、
近
代
史
上
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
構
造
変
化
が
起
き
て
い
ま

す
。出
生
率
低
下
、晩
婚
化
・
非
婚
化
、

若
者
の
地
方
か
ら
都
市
へ
の
流
出
、

働
き
方
の
変
化
、
教
育
機
会
の
差
な

ど
、
複
雑
な
社
会
要
因
が
絡
み
合
い
、

人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
り
ま
せ

ん
。
総
務
省
統
計
局
の
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
日
本
の
総
人
口
は
2
0
0
8

年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
へ
転
じ
、
以
降

は
毎
年
減
少
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者
が
占
め

る
割
合
は
年
々
上
昇
し
、
社
会
全
体

の
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
動
向
は
労
働
力
不
足
だ
け

で
は
な
く
、
地
域
経
済
や
都
市
構
造
、

不
動
産
市
場
、
そ
し
て
社
会
制
度
全

体
に
ま
で
強
い
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。地
方
で
は
、
学
校
や
商
店
街
か
ら

子
ど
も
の
姿
が
消
え
、
高
齢
者
だ
け

が
暮
ら
す
集
落
も
増
え
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
む
社
会

で
は
、
人
々
が
教
育
や
医
療
、
買
い
物

な
ど
日
常
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

へ
の
ア
ク
セ
ス
を
求
め
て
都
市
部
に

移
動
す
る
傾
向
が
強
ま
り
ま
す
。
結

果
と
し
て
、
都
市
へ
の
人
口
集
中
が

進
み
、
地
方
で
は
人
口
流
出
が
加
速

す
る
と
い
う
構
造
が
明
確
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。
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で
は
、
こ
の
都
市
集
中

は
日
本
社
会
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
も
た
ら
す
の
で

し
ょ
う
か
。以
下
で
は
、「
都

市
へ
の
人
口
集
中
」「
不
動

産
価
格
格
差
の
拡
大
」「
地

域
間
格
差
」「
中
小
都
市
の

消
滅
可
能
性
」
そ
し
て
「
未

来
の
日
本
像
」
に
つ
い
て

考
察
し
ま
す
。

人
口
が
減
る
な
か
で
も
、

人
々
が
向
か
う
先
は
明
確

で
す
。
東
京
圏
や
大
阪
圏
、

名
古
屋
圏
な
ど
の
大
都
市
、

あ
る
い
は
札
幌
、
仙
台
、
広

島
、
福
岡
と
い
っ
た
地
方
中

核
都
市
に
人
口
が
集
中
し

続
け
て
い
ま
す
。

そ
の
背
景
に
は
、
教
育
環

境
、
医
療
ア
ク
セ
ス
、
公
共

交
通
、
そ
し
て
雇
用
機
会
な

ど
、
生
活
の
基
盤
が
都
市
に

集
約
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。若
者
は
進
学
や

就
職
を
機
に
地
元
を
離
れ
、

一
度
都
市
で
生
活
を
始
め

る
と
戻
ら
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
こ
と
も
、
地
方
の
人
口

減
少
に
拍
車
を
か
け
て
い

ま
す
。

人
が
都
市
に
移
動
す
る

主
な
理
由
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

•
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
し
て
い
る

•
公
共
交
通
イ
ン
フ
ラ

が
整
っ
て
い
る

•
若
年
層
に
と
っ
て
は

仕
事
が
多
い

•	

教
育
機
関
が
多
い

人
口
が
減
れ
ば
税
収
も

減
り
、
地
方

自
治
体
は
イ

ン
フ
ラ
維
持

や
行
政
サ
ー

ビ
ス
提
供
が

難
し
く
な
り

ま
す
。
結
果

と
し
て
、
地

方
の
生
活

の
質
は
低
下

し
、
さ
ら
に

人
口
が
流
出

す
る
と
い
う

悪
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

一
方
、
大
都
市
で
は
人
口

の
流
入
が
続
き
、
地
域
資
源

が
集
中
し
ま
す
。し
か
し
そ

の
集
中
は
都
市
の
持
続
可

能
性
を
損
ね
る
側
面
も
あ

り
ま
す
。高
齢
化
に
よ
る
医

療
需
要
増
、
イ
ン
フ
ラ
老
朽

化
、
住
宅
供
給
圧
迫
な
ど
、

多
く
の
問
題
が
都
市
に
密

集
す
る
た
め
で
す
。

都
市
集
中
が
加
速
す
る

と
、
不
動
産
市
場
に
大
き
な

影
響
が
及
び
ま
す
。

大
都
市
圏
や
地
方
中
核

都
市
で
は
、
住
宅
需
要
が
高

く
地
価
は
上
昇
し
ま
す
。

片
や
地
方
の
中
小
都
市

で
は
、
需
要
減
少
で
地
価
下

落
し
、
資
産
価
値
が
低
下
し

ま
す
。さ
ら
に
過
疎
地
域
で

は
、
売
る
に
売
れ
な
い
土
地

が
増
加
し
ま
す
。

事
実
、
首
都
圏
や
大
阪
圏

な

ど

の
大
都

市

で

は
、
タ

ワ
ー
マ

ン
シ
ョ

ン

が
、

1
億
円

を
超
す

な
ど
異

常
な
住

宅
価
格

の
高
騰

が
深
刻

な
社
会

問
題
と

な
っ
て

い

ま

す
。
し

た
が
っ

て
若
い

世
代
に
と
っ
て
、
都
市
で
の

居
住
が
困
難
に
な
る
状
況

に
近
づ
い
て
い
ま
す
。不
動

産
価
格
の
格
差
は
、
単
な
る

地
価
の
差
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

都
心
で
は
、「
家
を
買
え

る
人
と
買
え
な
い
人
」
が

は
っ
き
り
と
差
別
化
さ
れ
、

結
果
「
都
心
に
住
め
る
人

と
住
め
な
い
人
」
が
現
れ

ま
す
。ま
た
「
資
産
価
値
の

あ
る
土
地
所
有
者
と
な
い

土
地
所
有
者
」
も
明
確
に

区
別
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
差
が
経
済
的
・

文
化
的
格
差
を
さ
ら
に
広

げ
、
固
定
化
す
る
危
険
が
あ

り
ま
す
。日
本
全
体
の
社
会

構
造
が
偏
り
、
階
層
化
し
、

格
差
社
会
へ
と
進
む
可
能

性
が
現
実
味
を
帯
び
て
い

ま
す
。

注
目
す
べ
き
は
、
人
口
の

集
中
が
東
京
や
大
阪
な
ど

大
都
市
だ
け
に
と
ど
ま
ら

な
い
と
い
う
点
で
す
。私
共

レ
ン
ト
ラ
イ
フ
の
テ
リ
ト

リ
ー
内
を
例
に
と
っ
て
も
、

ま
ず
、
支
店
が
あ
る
横
浜
市

は
首
都
圏
の
大
都
市
圏
内

で
す
か
ら
、
東
京
と
同
じ
で

主
要
駅
周
辺
は
マ
ン
シ
ョ

ン
価
格
が
高
騰
し
続
け
て

い
て
、
横
浜
駅
周
辺
や
み
な

と
み
ら
い
、
桜
木
町
な
ど
の

人
気
エ
リ
ア
で
は
高
所
得
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